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はじめに
　　日本の年中行事には、正月、節分、七夕、大晦日など数多くあり、現在でも全国各地で
受け継がれている。このような年中行事には伝統的に特定の食物あるいは料理が供されて
おり、行事そのものだけでなく伝承されてきている。
　2000年に策定された「食生活指針」1）では、国民の健康の増進、生活の質（QO：L）の向
上および食料の安定供給の確保を図るための10項目と項目ごとのその実践のために取り
組むべき具体的な内容が明示された（表1）。この10項目の中の「食文化や地域の産物を
活かし、ときには新しい料理も。」という項目では、地域の食材を生かす工夫や知恵を次の
世代に伝えていくことが重要であり、そのことが食料の安定供給や食文化に配慮すること
につながるとしている1）。このことから、現在では地域で生産された食材を地域で消費す
る地産地消の考えが推進されていたり、行事食を取り入れることで国や地域の伝統を繋ぐ
取組がなされている。
　本稿では、日本における伝統行事食のうち年中行事について解説し、現在の行事食の現
状と継承について紹介する。
⑧食事を楽しみましょう。
・心と体においしい食輩を、味わって食べましょう。
・毎iヨの食箏で、健康欝命をのばしましょう。
。憲族の繊らんや人との交流を大切に、また、食事つく鱗こ夢繍しましよう。
㊧食塩や月魯肪繧ま控えめ仁二。
・塩挙い食品を控えめに、食塩1劇陰給9未満にしましよう。
・脂肪のとりすぎをやめ、麺物、植物、魚鑓来の鮨肪をバランスよくとりましょう。
・栄養成分表示を冤て、食晶や外食を選ぶ習潰を身につ｛ナましょう魯
馴濁の食事のリズムから、健やかな生1舌リズムを。
・翻1食で、いきいきした鷲ヨを始めましよう。
・夜食や座食はとりすぎないようにしましよう。
・飲漕はぽどほどにし家しよう。
⑧適正体璽を知9、鐵々の活動に見含つた食事量を。
・太っできたかなと感じたら、体重を量りましょう。
・普段から意識して身体を翔かすようにしましよう、
・藁しさは健康から。無理な減量ほやめましょう。
・しっかサかんで、ゆっくり食べましよう。
⑧憲食、一菜、講菜を基本に、食事のバランスを。
。多様な：農品を組み合わせましょう。
・調理方法が偏らないようにしましよう。
・年作9と外食や篇目食贔・調理食品をよ手に組み禽わせま：しょう。
⑧食文化や地域の産物を潜かし、ときには配しい料理も。
・地域の蔽物や旬の素材を使うとともに、行事食を敢り入れながら、禽然の恵みや
四奪…の変4ヒを楽しみましよう。
・食文化を大旨にして、轟々の食生活に灘かしましよう。
・食材に蘭する知識や轡妙技衛を身に二つ｛ナましょう。
・と叡＝は斬しい料理を露ってみましよう。
⑧ご飯などの穀類をしっか弓と。
。穀類を毎食とって、i謄質から黒ネルギ：一摂取を適蕉に課ちましょう含
。B本の気候・風土に適している崇などの膨張を利楽しましょう。
⑧調理や保霧を上手にして無駄や廃棄を少なく。
・買いすぎ、作9すぎに注意して、食べ残しのない適量を心がけましよう。
。賞艦期限や消費期隈を考えて灘駕しましょう。
・定期的に冷蔵癒の中身や家庭内の食材を点検し、献立を工央して食べましょう。
㊧野菜・果物、牛乳・乳製品、群類、魚なども纏み弔わせて。
・たっぷぢの野菓と毎覆の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう．
・奪毅・乳製品、縁黄色野菓、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にと捗ましょう。
⑳自分の食生漕を髭薄してみましょう。
・窟分の健療目標をつくり、食：生活を点検する習慣を持ちましょう．
・家族や捧闇と、食生活を考えた9、話し含つたりしてみましょう。
・学校や蜜纏で食鑑活の正しい理解や望ましい習慣を身につけましよう。
・子供のことから、食生活を大切にしましよう。
〈平成12傑3拷文都秘掌省・濠生省・農林水日雀決定〉
表擁　食生活指針
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年中行事と行事食2…12）
　年中行事とは、毎年一定の日または時期に行われる儀式や行事のことを指す。狭い意味
では、宮中で行われている行事を指すが、現在では地域や家庭といった限定的な中で伝統
を継承していく歳時や祭礼を示すことが多い。日本では、中国から伝来した五節句や1年
365日の中での四回分推移に準えた二十四節気などがある。
　年中行事の中で行事食は重要な位置を示し、一般にごちそうとして食卓に並ぶ。行事食
は行事そのものの内容を反映したものであり、その伝統的な背景に加えて地域の気候や風
土、季節の特産物などを組み合わせたものが多くみられる。また、その内容には全国的に
共通項がある一方、その地域独自で発展した料理も多い。
　以下には年中行事を15項目抽出し、その内容と行事食についてまとめた。
①正月2・3）
　正月は最も古い行事の一つである。暦上での年初を指し、新年を迎える行事である。正
月は本来旧暦1月を指したものであったが、現在では新暦1月を指しており、1月1～3
日の「三が日」と混同されている。日本では、1月1日元旦をはさんだ年末年始が休日に
なることが多く、元旦には年神様を迎えてその年の豊作を祈願することが転じて神社へ参
拝することがある。また、正月は正月飾りや正月料理などこの時期特有の風習が広く知ら
れており、盛大に祝うことが一般的である。正月料理は、一般的にまず屠蘇と祝い肴で新
年を祝い、雑煮とお節料理が続く。
屠蘇2）
屠蘇とは、一年にわたる邪気を絶ち、健康長寿を願うために正月に飲む薬酒である。数
種類の薬草を調合した屠蘇散を酒やみりんに浸して作り、一般的に年少者から順次、年長
者へ盃を進める。
雑煮4）
　雑煮は、もともと年神様に供えた産物を下げ、ひとつ鍋で餅と共に煮て食べる儀式用で
あった。そのため、雑煮は地域によって特色が色濃く反映されていると同時に、各家庭に
おいても差が大きい。雑煮の汁について大別すると、すまし汁仕立て、味噌汁仕立て、小
豆雑煮仕立ての3系統に分かれる。すまし汁仕立ては関東および中国地方から九州などに
広がり、比較的多くの地域で見られる。一方、味噌汁仕立ては武家式礼に倣った京系統と
いわれ、近畿地方ではこれに従い、京都では白味噌を使用する。小豆雑煮仕立てはしよう
ゆや味噌の代わりに小豆を用いたぜんざい風のもので、九州の一部や山陽山陰の海岸地方
でみられる。中に入る具材にもその地域の特徴が現れ、その様式もさまざまである。多く
の場合は具材として餅を入れることが多く、その形・調理法にも地域性がある。餅の形は
円と角に二分野れ、関東中部地方では角餅が多い。丸餅は京都、大阪から西国一円に及ん
で使用されており、これは家人各自の鏡餅を意味するもので各人の身祝いとして食べる意
味を持つ。餅の調理法では、東北や関東が餅を焼くのに対して、中部では茄でるが多いと
されている。以上のように、雑煮には地域による違いが明確に表れるため、図1のような
「全国雑煮マップ」として数多く公表されている。
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□角もちすまし汁
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圏あずき鷹
島：丸もちすまし汁
農林水産省HP　http：〃www．mafξ．go．jp〃pr／aff／臼01／spe2－0哩．htmlを改編。
図工全国雑煮マップ
小豆飯・赤飯5）
　小豆飯や赤飯は1月15日の小正月に食されることが多い。赤飯は一般的にハレの日に
食べられることが多いことから、正月料理として供されると考えられる。また、小豆の赤
色は魔除けの色であり、正月だけでなく毎月1日・15日に小豆飯を食べる地域もある。
お節料理2）
　お節とは「御節供（おせちく）」の略である。御節供は中国から渡来した前述の五節句す
べての祝儀料理を指していたが、現在の日本では正月重詰料理を呼んでいる。現在の正月
重詰料理には、祝儀肴といわれる数の子やごまめ、黒豆、たたきごぼうなどが入れられ、
いずれも正月の聖なる火を使わない。このような正月重詰料理は江戸時代までに原型が完
成し、今日まで伝えられている。
②人日3・5）
　人日は七草の節句ともいわれる五節句の一つである。この行事では邪気を払うために七
草粥を食し、1年の無病息災と豊作を祈願した風習である。旧暦では現在の2月頃にあた
るため植物の芽吹く時期と重なり、旬の野菜である七草を喫食することで新たな生命力を
得て無病息災や長寿につながるとされていた。七草粥は、一般的にせり、なずな、ごぎょ
う、はこべら、ほとけのざ、すずな、すずしろを指し、1月7日朝に喫食する。現在では、正
月後の胃腸を整えると解釈されている。
③節分2）
　節分は季節の節目を意味しており、立春、立夏、立秋、立冬それぞれの前日を指す。現
在での節分は2月3日の立春前日だけを呼ぶことが多く、年間行事として定着した。夕暮
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れに焼いたいわしの頭を柊の枝に刺して戸ロに立てる、妙つた大豆を鬼打ち豆と称して撒
くといった風習が知られており、どちらも魔除けを意味している。
　節分の行事食としては、前述のとおりいわしがある。いわしは、鬼がいわしを恐れるか
らと言われている。また、妙り豆は、地方によって違いはあるものの、家主が「鬼は外
福は内」などと言いながら撒く風習があり、撒かれた豆を自分の年齢（数え年）の数ま
たはその数の1つ多い数を食べると体が丈夫になり、風邪を引かないといわれている。恵
方巻きの起源は江戸時代末期、大阪の船場で商売繁盛を祈願したのが始まりとされている。
恵方巻きといわれる巻き寿司を恵方、その年の吉方を向いて食べる風習である。この風習
は一時期廃れていたが、1970年代に関西地方でイベントにより復活し、その後急速に全国
的へ広まっていった。
④上巳2・6・7）
　上巳も人日と同様に五節句の一つで、桃の節句ともいわれる。現在ではひな祭りとして
一般に浸透しており、女児の健やかな成長と子孫繁栄を願う行事となっている。上巳には
雛人形を飾り、白酒、菱餅、はまぐりの吸い物などが供される行事が古くからあった。
　上巳の行事食は、雛祭りの食事として喫食される白酒、餅、菓子、ちらし寿司、はまぐ
りの吸い物、ぬた、菜の花などがよく知られている。白酒はもち米とみりん、または米と
麹を使って仕込んでできた白濁した甘い酒であり、上巳と結びついたのは江戸時代からで
ある。餅や菓子では、種類として草もち、菱餅、あられが代表として挙げられる。名古屋
地域では、米粉を練って鯛や桃の花の形に型を抜いて蒸した「おこしもの」と言われる菓
子を喫食する風習がある。はまぐりは、貝殻が他の貝と決してかみ合わないことから一夫
一婦の象徴とされ、良縁を願う縁起物として喫食する。
⑤春分の日6・8）
　春分は二十四節気の一つである。一説に「昼夜の長さが等しくなる日」とあるが、実際
には太陽が春分点（天球上の黄道と赤道との2交点のうち、黄道が南から北へ交わる方の
点）を通過する瞬間を指し、陸上は春分の日という。春分の日は「国民の祝日に関する法
律（昭和23年法律第178号）」において国民の休日として定められており、「自然をたた
え、生物をいつくしむ」とある。また、春分の日を間に前後7日問を彼岸といい、春分の
日は彼岸の中日にあたる。彼岸では、祖先供養のために墓参りや寺参りをしたり、お供え
をする風習がある。
　春分では、お供えとしてぼたもちを用いることが多く、その風習は昭和初期から見られ
る。ぼたもちは「牡丹餅」といい、これは彼岸の頃に咲く牡丹の花に由来すると言われて
いるG
⑥端午の節句6・9）
　五節句の一つで、菖蒲の節句ともいわれる。現在では男児の健やかな成長や立身出世を
祈願して、身を守る「鎧」や「兜」を飾ったり、「こいのぼり」を立ててお祝いする。
　端午の節旬ではちまきや柏餅、赤飯、菖蒲酒が喫食される。ちまきは中国から伝来した
ものであるが、日本ではもち米やうるち米から作った餅を笹の葉とい草で円錐状に巻き上
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げて蒸したものが端午の節句で登場する。柏餅は、江戸時代ごろに東日本で誕生したとさ
れており、上新粉とくず粉の餅に案を挟んで柏の葉でくるんだものである。柏は、新芽が
出るまで古い葉が落ちないことから、「子孫繁栄」を願ってその葉を使用している。また、
よもぎ餅を喫食する地域もあるが、現在では柏餅やちまきが主流である。
⑦孟蘭盆2，6）
　仏教行事の一つであるが、一般的には「盆」「お盆」などで現在でも広く知られている。
孟蘭盆では先祖の霊を迎えて供養する期間を指し、7月13～15日（月遅れで8月13～
妬日）にかけて行われる。
　孟蘭盆の行事食には、そうめんやうどんなどの麺類、団子・もち、精進料理、煮しめな
どがある。これらは、仏前に精進棚を設け、その供養膳に供えるものである。
⑧七夕2・6）
　田本では7月7日または月遅れの8月7日に行われる五節句の一つである。現在の七夕
では、願い事を短冊に書き、笹に飾る風習がある。また、七夕は七日盆ともいわれ、前述
の孟蘭盆を指し、旧暦7月15日に行われた「祖霊祭」の準備を始める日とされていた。
　七夕では、赤飯、煮しめ、ところてん、そうめん、七夕まんじゅうなどの行事食が知ら
れている。そうめんはその代表であり、その歴史はかなり古く平安時代から続く。その他
は祖霊祭の準備として、仏前に供えるものが多い。
⑨土用の丑2）
　日本では、江戸時代のころから、この日に鰻を食べて夏場を乗り切るといった風習が生
まれた。現在の土用の丑は、夏の土用となる問の丑の日を指し、この風習が受け継がれて
いる。諸説あるが、有名な説として平賀源内の説がある。これは、夏場売上不振に悩んだ
鰻屋から相談を受けた平賀源内が「今日は土用の丑」と店頭に張り出したところ鰻屋が繁
盛したというものである。また、丑の日には「う」のつくものを食べると夏場病気になら
ないと言い伝えがあったとも言われており、このことと鰻が合致したためとの説もある。
⑩重陽2・5・6）
　重陽は五節句の一つで、菊の節句や栗の節句ともいわれる。風習として、長寿を願って
菊の花を飾る、菊酒といわれる菊の花びらを浸した酒を飲み交わす、菊ご飯や栗ご飯を炊
いて祝うなどがある。
　重陽の節句での行事食には、菊花酒や菊飯、栗飯などがある。菊花酒は、前述の通り、
菊の花びらを浮かべた酒、あるいは菊の花や茎、葉などを穀類と混ぜて醸造した酒を指す。
また、栗飯は農村部においてこの時期に収穫時期の迎える栗を祝膳として供したといわれ
ている。
⑪お月見2・6・7）
　満月を愛でる習慣であり、「十五夜」「十三夜」のようにその月の夜を呼ぶ。「十五夜」は
「申秋の名月」ともいい、現在の9月後半～10月前半を指す。現在では、月の見えると
ころにススキ、団子、さつまいも、里芋、枝豆を供えて、月を鑑賞する。
　お月見の行事食として、月見団子や小芋を喫食する風習がある。元々、月見はこれから
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の豊作や五穀豊穣に感謝するために行われたようである。月見団子は、その象徴で、これ
らに感謝する上で供えられたのが由来とされる。小芋（主に里芋）はその収穫された作物
の代表であり、月見団子はその代替ともいわれる。
⑫秋分の日2・6・7・9）
　春分の日と同様に、秋分も二十四節気の一つである。秋分は、太陽が秋分点（天球上の
黄道と赤道との2交点のうち、黄道が北から南へ交わる方の点）を通過する瞬間を呼び、
暦上は秋分の日という。秋分の日は「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」臼とし
ており、前後7日問を「秋の彼岸」と呼ぶ。
　秋分では、春分のぼたもちと形状が同じおはぎや彼岸団子を食する風習がある。おはぎ
は漢字で「御萩」と書き、春分と同様秋の彼岸頃に咲く萩の花に由来する。また、愛知県
尾張地方にはうるち米で作った小さく平たい彼岸団子があり、仏前に供える。
⑬冬至2・6）
　冬至は二十四節気の一つであり、一年間の中で昼間が最も短く、夜間が最も長い日であ
る。この由来から、厄払いのために体を温めて無病息災を祈る風習が残っており、その代
表として柚子湯やかぼちゃを食べるなどがある。江戸時代では、この時期に生産される野
菜が少なく、かつ保存できる野菜が少なかった。かぼちゃは夏が旬の野菜であるが、保存
性が高く、栄養価が優れているため、この時期に食べると風邪を引かないともいわれてい
る。
⑭クリスマス10）
　クリスマスはキリスト教に端を発しているが、現在の日本では宗教的色合いは薄く、国
民行事的な楽しみ方をするようになっている。
　クリスマスでは、鶏肉・七面鳥料理やケーキなどが行事食として挙げられる。鶏肉・七面
鳥料理は1970年代に海外から進出した外食産業のキャンペーンにより広まったと考えら
れており、特に3世代の中の親世代にその影響が大きい。ケーキについてはそれより遡り
明治時代から販売が始まったとされ、これらの行事食は全国的に展開されている。
⑮大晦日2・3・6・7，11・12）
　大晦日は1年の最後の日を呼び、一年間の械れや罪を祓うための大祓、新年の豊作を年
神様に願う行事である。日本では、正月と同様に、年神様の信仰に基づいて行われており、
年越し行事として除夜の鐘などがある。また、行事食は、年越しそば、年取りの祝い料理、
尾頭つきいわしなどがあり、行事食の中でも比較的継承されていると考えられる。
年越しそば
　そばは、その特質から細く長く伸びるため縁起が良いとされ、寿命が延び、家運が上向
き、長く幸せに、そばからかきこむなどの様々ないわれがある。また、切れ易さから、災
厄を断ち切り、運を向かせるということも連想しやすいとの言い伝えもある。年越しそば
の風習は、江戸時代の中頃である。一方で、年越しうどんは昭和初期までそばの代わりに
食べる風習があったとされる。うどんは、そばよりも食べるときに切れにくいため、良い
年が長く続くようにと願って喫食していたようである。また、東三河地方では、今年の幸
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せが長く続くように長いうどんを食べる風習があったとされる。
年取りの祝い料理
　年取りの祝い料理は、その地域の風土や食材に影響を受けた伝統的な料理が多く、その
料理は地域によって異なる。岐阜県恵那地方では、年取りのおかずとして煮しめを作る風
習があり、その中の具は里芋、大根、ごぼう、こんにゃく、にんじん、豆腐、糸昆布の7
種類と決まっているという。
尾頭付きいわし
　大晦日の夜に供される食事の中に年取りの魚または年越し魚というものがある。魚はい
わし、さんま、ぶり、鮭などがあり、ぶりや鮭は一般的である。また、地域によって魚の
種類が異なることでも知られ、一般的なぶりは西日本、鮭は東日本に多いとされる。いわ
しは、前述の節分と同様の意味で使われるようである。一方、尾頭付きの魚は年神様にお
供えするものと同じであり、縁起物として祝いの席でよく用いられる。
東海地方における行事食の現状と継承13）
　ここで、平成21～22年の実施した東海地方を中心とした行事食の現状と継承に関する
調査を紹介する。調査は平成21年度当時椙山女学園大学生活科学部管理栄養学科に在籍
する学生とその家族を対象に行い、そのうち東海地方（愛知、岐阜、三重）在住者である
学生492名と家族400名（親338名、祖父母62名）の計892名を解析対象とした。この
対象者の年齢区分は、学生で18～20歳未満と20歳代、親で40～50歳代、祖父母で70
～80歳代がほとんどを占めていた。調査項目は年中行事上記15項目の認知、経験：、行事
食の喫食経験や状況、行事食の調理方法や身重状況などを検討したが、ここでは年中行事
の認知および行事食の喫食経験とその継承について解説する。
年中行事の認知と行事食
　年中行事の認知を行事別、世代（学生、親、祖父母）で比較した（図2）。行事では、正
月、人日、節分、上巳、端午の節句、土用の丑、お月見、冬至、クリスマス、大晦日の認
知度がいずれの世代でも90％以上であった。一方、年中行事のうち認知度が低かった行事
は重陽であり、各世代ともに認知度は低く、学生17％、親30％、祖父母24％であった。
　世代問で見てみると、春分、秋分では、親、祖父母世代で95％を上回ったものの、学生
世代では80％前後であった。一方、七夕は、学生、親世代で90％を上回り、祖父母世代
では88％であった。これらは各世代の行事体験によるものと考えられるが、世代間に大き
な差は見られなかった。年中行事15項目の中で世代間が見られた行事は孟蘭盆である。
騒動盆の認知度は、各世代別に学生55％、親80％、祖父母94％と世代が上がるに連れて
高くなり、学生世代は親や祖父母世代と比べて明らかに低くなった。
　以上を踏まえて、同様の年中行事について行事食の喫食経験：を行事別、世代（学生、親、
祖父母）で比較した（図3）。各世代の認知度が90％を超えていた正月、節分、上巳、土
用の丑、クリスマス、大晦日では、喫食経験がある者が各世代とも90％以上となった。同
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図3　東海地方における年中行事の行事食の喫食経験
様に認知度の高かった人臼、端午の節句、お月見、冬至では、認知度に比べて喫食経験が
低くなった。一方、認知度の低かった重陽では行事食の喫食経験も同様またはそれ以下の
傾向が見られ、最も早食経験の高い祖父母世代でも15％に満たない程度であった。
　世代間では、春分、孟蘭盆、重陽、秋分で明らかな差が認められた。各年中行事共に世
代が高くなるに連れ喫食経験が増える傾向が見られ、春分、孟蘭盆、秋分では学生世代と
比べて親・祖父母世代が明らかに高値であった。
東海地域での年中行事食の伝承状況
　上記の結果から、年中行事の認知やその行事食の喫食経験では、行事の種類によって世
代間の差が異なるようである。年中行事の行事食に注目してその三食経験から行事食の継
承を大別すると、①継承されている行事食、②継承が薄れつつある行事食、③親世代から
新たに継承された行事食の3種類となる。継承されている行事食は、正月、上巳、端午の
節句、土用の丑、大晦日で多いと考えられるが、その行事食の種類によりその傾向は異な
るようである。また、継承が薄れつつある行事食では、年中行事そのものが認知されにく
くなっている重陽や世代格差の大きい孟蘭盆、春分、秋分などがある。一方、親世代から
新たに継承された行事食ではクリスマスが代表されるが、その内容はメディア等の影響を
強く受ける傾向がみられた。
おわりに
　年中行事とそのハレの食である行事食は、日本各地で様々な形で伝承されてきている。
しかし、これは農業文化に根ざしたものであるため、近年の農業人ロの減少や食環境の均
一化、食生活の欧米化などにより農業にかかわる行事そのものの衰退が認められる。これ
に伴い、行事食を家庭で作る機会が減り、行事食の伝承が困難になってきたといえる。一
方で、クリスマスのように親世代から新たに行事として加えられたものもあれば、節分の
恵方巻きのように親から子への伝承ではなくメディアからの情報提供により全国に広まっ
た行事もある。今回のご紹介した東海地域の伝承についてもその傾向が認められ、年中行
事そのものや行事食の伝承方法が今後一層変化していくと考えられる。食育の観点から
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「行事食」の存在意義が注目されているが、単なる行事の一環ではなくその地域や気候風
土に根ざして伝承される食文化として継承されることが望ましいと考えられる。
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